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はじめに 
Hola!  
６月になり、CEPE の最終学期が終わりました。学期試験も無事通過し、一安心です。お世
話になった先生方やクラスメイトともお別れとなり、9 ヶ月通い続けた CEPE にもう通わ
なくなる寂しさを感じています。 
6 月はメキシコ国家にとって歴史的瞬間が誕生した月になりました。大統領選が行われ、初
の女性大統領が誕生することになりました。日本の選挙とはまた違った雰囲気があったの
で、紹介したいと思います。 
 
VOTA メキシコ大統領選 
メキシコでは 6 月 2 日に大統領選挙が行われ、メキシコ市の元市長、Morena（国家再生運
動）党所属のクラウディア・シェインバウム氏（61）がメキシコ初の女性大統領に選ばれる
ことが確実になりました。 
 
メキシコは立憲民主制による連邦共和国です。大統領は国民の直接選挙によって選出され、
任期は 6 年、再選は禁止されています。2018 年から現在まで同じ Morena 政党のアンドレ
ス・マヌエル・ロペス・オブラドール氏が大統領を担っています。今回の選挙は大統領選挙
に加え連邦議会上下両院、9 州知事、市長、地方議会議員など合計 2 万を上回るポストが改
選されました。これほど多くの選挙が同時開催されたことは過去になく、メキシコ史上最大
の選挙となったようです。 
 
昨年の秋冬ごろからすでに大統領選には注目が集まっており、メキシコ人同士の会話で
度々話題に出ていました。選挙の 2 か月前から続々と街中のいたるところに選挙ポスター
が掲げられるようになっていました。ただ、気に入らない政党のポスターには落書きがされ
ていたり、びりびりに破いたうえで別の政党のポスターを上から掲げていたり、街の地区ご
とで推されている政党が異なっていたり、と日本ではあまり見かけない光景が広がってい
ました。1 か月前にもなるとラジオや SNS の広告でも投票を促すものや政党を支持するも
のを多く見かけるようになりました。政党のポスターを見て気になった点は、政党のマーク
にバツ印をつけられたものが多くあったことです。最初は「なぜ投票してもらいたいのにバ
ツ×をつけるのか」と不思議に思っていました。実はメキシコでは支持する政党にバツ印を
つけて投票するようです。ゆえに「投票用紙には私たちの政党にバツをつけて」とポスター
でもバツ印が掲げられていました。 
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投票 1 週間前から SNS で同じような投稿が多く見受けられるようになりました。それはバ
ーガーキングやスターバックスなどの公式 SNS にて投票後限定サービスの宣伝投稿です。
メキシコの選挙では投票後、選挙に行ったことを示すため親指に黒いインクをつけます。こ
のインクが証明となりレストランやスーパーなどで割引などの特別サービスを受けれるよ
うになります。例えばドーナツの Krispy Kream Doughnuts では黒いインクの付いた親指を
見せるとオリジナルグレーズドーナツが無料で 1 個もらえることができます。多くのチェ
ーン店で投票のプロモーションが行われ、どこの投票所でどのようなサービスを受けるか
のルートを示した投稿もあり、興味深かったです。また選挙前日夕方から当日にかけてアル
コール類の販売が禁止になり、コンビニでは酒類を陳列する冷蔵庫の棚が黒のビニールで
覆われ一切取ることができなくなっていました。このように選挙が始まる前から日本とは
別の雰囲気を知ることができとても貴重な機会になりました。 

 

 
 
 
 

 
 

Instagram で流れてきた広告 
 
投票後の特典はさまざまで、効
率よくサービスを受けるかも
投票日前の話題の一つのよう
です

右はメキシコの PRI と
いう政党のポスター 
 
左は街中に掲げられて
いる候補者のポスター
です。
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因みに列国議会同盟（Inter-Parliamentary Union［IPU］）の調査（2022 年 2 月時点）によ
ると、女性国会議員比率において、メキシコは世界ランキング 4 位（下院 50％、上院 49.2％）
になっています。これに対して日本は、166 位（衆議院 9.7％、参議院 23.1％）でした。実
はメキシコは、人口 1 億を超える大国の中で唯一トップ 10 にランクインする女性政治参画
大国なのです。Machismo (マチスモ)と呼ばれる、男性優位主義文化が強いとされるメキシ
コですが、候補者を男女同数にすることを政党に義務づける制度「パリテ」を法律で定着さ
せたことで女性の政治参画が進み、国会議員はほぼ男女同数となったらことが、20 年を経
て史上初の女性大統領誕生につながったようです。 
シェインバウム氏は今年の 10 月 1 日に新大統領に就任する予定です。今後メキシコにどの
ような変化が訪れるのか、注目ですね。 

 
 
 
 
LGPTQIA＋ プライド月間 
6 月は、LGBTQIA＋の権利について啓発を促すイベントやパレードが世界各地で行われる
「プライド月間」です。メキシコシティでも中心部が主となりますが、虹色の旗や飾りを
様々な場所で見かけるようになりました。世界的に 6 月がプライド月間と呼ばれるように
なった背景には、1969 年 6 月 28 日に米国 NY で起きた「ストーンウォールの反乱」という
歴史的な出来事があるそうです。 
 
CEPE でも多様なジェンダーを示すジェンダーフラッグが飾り付けられそれぞれの色や意
味を示す掲示が置かれるようになりました。広島にいるときは、「ジェンダー」や「プライ
ド月間」という言葉を聞いても、ピンとくることはありませんでした。しかし CEPE にあ
った説明や先生やクラスメイトとの話を聞き、メキシコ人の友人たちと話すと自分と別世
界の問題ではなく身近な話題だと気づくことができました。国や地域ごとの文化の違いは
もちろん個人、一人一人のアイデンティティや価値観を知ること、理解することが国際交流
において大切なことだと改めて感じました。 

美術館の特別展でメキシコの選挙の
歴史がわかる催しが開かれていまし
た。「より良い市民になるためにはど
うすればいいか？」という市民への
問題意識を問うコーナーでは水を確
保するという項目に一番票が集まっ
ていました。メキシコでは水不足が
心配されており、市民も危機感を持
っているようです。
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29 日には大通りにてパレードが行われ、メキシコ人の友達と一緒に参加しました。会場に
向かうバスの中では虹色のアイテムを身につけ、メイクをした乗客がたくさんいて、このイ
ベントをとても楽しみにしていることが伝わってきます。大通りに到着するとそれぞれ自
分のジェンダーを示すカラーの旗を掲げ、自分の思いを綴ったポスターを持って歩いてい
る人もいました。大通り沿いのお店は一段とカラフルに、パレードの参加者も観覧客もみな
思い思いの恰好で色とりどりの色を身に着けているので、この日はカラフルなメキシコが
さらにカラフルになっていました。オープンマインドなメキシコの広さを感じる日になり
ました。 

 

 
 
 

 
Hiroshima 
6 月 26 日、メキシコシティの高校の先生たち 12 名に向けて Hiroshima についてのプレゼ
ンを行いました。前回行った発表に改良を加え、想像力を働かせてもらうプレゼンにしよう

街中が LGBTQ＋の旗、カラーであふれていました。
コンチャ（メキシコメロンパン）も虹色です。

CEPE に飾られた LGBTQ＋に
関する掲示物。それぞれの旗が示
すジェンダーやそのカラーの意
味などがスペイン語で書かれて
います。
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と心掛けました。先生方の一人は涙ぐみながら、「原爆が落とされる前に街があったこと、
自分の家族や生徒たちが同じ経験をすると考えると心苦しかった。歴史やあなたの考えを
ここで共有してくれてありがとう」とおっしゃってくださいました。今回は発表前後にアン
ケートを実施し、Hiroshima がどのように捉えられているか調べました。母数が大きくない
ため全容はわかりませんが、学校で学んだ方もいれば習ったことがないという方もいらっ
しゃいました。広島＝原爆、というイメージがやはり強く、長崎に関して日本の中の一つの
街、原爆が落とされたもう一つの場所と認識している人は多くありませんでした。この日の
メインは原爆の歴史について話すことでしたが、アンケートの結果を見て原爆について伝
えつつ、現在の広島の街や生活についても知ってもらいたいという気持ちが沸き上がりま
した。 

 
 
発表の後は折り紙のワークショップを開き、折り鶴や兜を折りました。最後に、企画した日
墨生側から、千羽鶴を先生方に贈りました。平和のシンボルとともに、メキシコの人々への
感謝と今後の関係の継続を願い、友情の証という意味を込めて日墨生達で折ったものです。
今回の経験は私にとって自分の思いをスペイン語で伝える、貴重な経験となりました。参加
してくださった先生方にも少しでも想いをつなげることができていたら嬉しいです。 

 
 
 

← みんなで千羽鶴を折りました！ 
先生方もとても喜んで下さいました。

発表時の様子→
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研修期間も残り 1 か月を切りました。最初は不安も大きかったメキシコ生活もあと少しで
終わってしまいます。最後の 1 か月は、お世話になった方々への感謝とともに、思い残すこ
とないようすこしでも多くのメキシコの人々を交わり、しっかりメキシコを楽しんでいき
たいと思います。次回の報告書は帰国後になりますね。最後の報告書もお楽しみに。 
それでは 
¡Hasta luego! 
 

 

６月のお気に入り写真 
 
メキシコに来て初の野球観戦に行きました！
メキシコシティ、Diablos 対 Dorados チワワ
の戦い。日本のように応援歌等はありません
が、メキシコ人は My ベルや My エアホーンを
鳴らし応援していました。もちろん声援も大
きく久しぶりに見る野球はとても楽しかった
です。Diablos のチームカラーに赤が入ってい
るので親近感がわきました！


